
阿南市長

岩浅嘉仁

お
元
気
で
す
か

市
長
通
信

～ 

今
が
一
番
若
い
全
市
民
の
皆
さ
ま
へ 

～

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
秋
の
市
長
選
挙
の
関
係
で
、
11
月
、
12
月
と

２
カ
月
間
、
市
長
通
信
を
休
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
市
民
の
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
、

今
月
か
ら
こ
の
「
お
元
気
で
す
か
」
を
再
開
で
き

ま
す
こ
と
は
、
私
に
と
り
ま
し
て
大
き
な
喜
び
で

ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
も
、
毎
月
拙
文
で
は
あ
り
ま

す
が
、
明
日
の
阿
南
に
思
い
を
は
せ
な
が
ら
、
ひ

た
む
き
に
心
を
尽
く
し
て
筆
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
の
ほ
ど
、

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
の
干え

支と

は
、
60
年
ぶ
り
に
や
っ
て

き
た
丙ひ

の
え
さ
る申
で
す
。「
丙

ひ
の
え
」
は
形
が
明
ら
か
に
な
っ

て
く
る
頃
を
さ
し
、
申さ

る

は
「
呻う

め

く
」
の
意
味
で
、

果
実
が
成
熟
し
な
が
ら
固
ま
っ
て
い
く
状
態
を
表

し
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
２
０
１
６
年
は
形
が

は
っ
き
り
と
し
て
き
て
固
ま
っ
て
い
く
と
い
う
成

長
段
階
で
あ
り
、
前
向
き
に
考
え
る
と
今
ま
で
頑

張
っ
て
き
た
努
力
が
形
と
な
っ
て
実
現
に
近
づ
い

て
い
く
年
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
ぞ
れ
の

人
々
が
自
分
な
り
の
目
標
を
持
ち
、
希
望
と
い
う

名
で
舗
装
さ
れ
た
道
を
歩
い
て
い
け
る
年
と
な
れ

ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

　

人
生
は
有
限
で
す
。
そ
れ
だ
け
に
、
一
日
そ
し

て
一
日
と
充
実
し
た
日
を
送
り
た
い
も
の
で
す
。

人
間
は
、
今
す
な
わ
ち
今
日
が
一
番
若
い
で
す
ね
。

明
日
は
、
今
日
よ
り
一
日
歳
を
と
り
ま
す
。
今
日

よ
り
若
く
な
る
日
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
。
し
か
し
、

明
日
は
明4

る
い
日4

と
読
む
ん
だ
と
思
え
ば
、
希
望

も
湧
い
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
さ
て
、

今
年
は
ど
ん
な
年
で
し
ょ
う
か
？

　

１
月
に
は
中
華
民
国
（
台
湾
）
総
統
選
挙
。
こ

の
選
挙
は
大
国
、
中
国
に
も
影
響
が
出
る
で
し
ょ

う
。
２
月
に
は
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
会
長
選
挙
、
３
月
に
は

東
日
本
大
震
災
か
ら
５
年
目
、
北
海
道
新
幹
線

（
新
青
森
～
新
函
館
北
斗
間
）
開
業
、
５
月
伊
勢

志
摩
サ
ミ
ッ
ト
、
７
月
に
は
参
議
院
選
挙
…
。
こ

の
選
挙
か
ら
選
挙
権
年
齢
が
18
歳
以
上
に
引
き
下

げ
ら
れ
、
約
２
４
０
万
人
有
権
者
が
増
え
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
参
考
ま
で
に
２
０
１
４
年
の
衆
議

院
選
挙
の
投
票
率
は
全
体
で
52
・
66
％
の
う
ち
、

20
歳
代
は
32
・
58
％
、
60
歳
代
は
68
・
28
％
で
し

た
。

　

ア
メ
リ
カ
に
は
プ
レ
ス
ト
ン
効
果
と
い
う
学
説

が
あ
り
ま
す
。
少
子
高
齢
化
社
会
で
は
、
政
界
や

産
業
界
の
関
心
が
多
数
派
の
高
齢
者
に
向
か
い
、

割
を
食
う
の
は
少
数
派
の
若
者
た
ち
だ
と
い
う
説

で
す
。
こ
れ
は
、
投
票
率
に
も
如
実
に
現
れ
て
お

り
、
民
主
主
義
社
会
で
は
１
票
で
全
て
が
決
ま
る

と
い
う
こ
と
を
若
者
に
自
覚
し
て
ほ
し
い
も
の
で

す
。
８
月
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、

11
月
ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
挙
…
。

　

最
後
に
、
本
年
３
月
20
日
は
阿
南
市
合
併
10
周

年
の
日
で
す
。
四
国
東
南
部
を
け
ん
引
す
る
中
核

都
市
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
を
企
画
し
、
新
た

な
飛
躍
元
年
の
年
と
し
た
い
も
の
で
す
。
本
年
も
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

阿
南
市
消
防
出
初
式

　

輝
か
し
い
平
成
28
年
の
新
春
を

飾
る
阿
南
市
消
防
出
初
式
を
開
催

し
ま
す
。
出
初
式
は
、
消
防
団

員
・
職
員
の
士
気
の
高
揚
と
職
務

の
重
要
性
を
再
認
識
し
、
防
災
へ

の
誓
い
を
新
た
に
、
防
災
関
係
者

約
５
０
０
人
が
参
加
し
て
行
わ
れ

る
も
の
で
す
。

　

今
回
は
新
し
い
団
旗
や
新
型
車

両
が
更
新
さ
れ
お
披
露
目
さ
れ
ま

す
。
ぜ
ひ
、
消
防
団
員
と
消
防
職

員
の
さ
っ
そ
う
た
る
雄
姿
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

日
時　
１
月
10
日
㈰　

午
前
10
時
～

場
所　
夢
ホ
ー
ル
（
文
化
会
館
）

問
い
合
わ
せ
は　
消
防
本
部
警
防

課
（
☎
22

－

３
７
９
６
）
へ

第
26
回
阿
南
市

生
涯
学
習
推
進
大
会

　

生
涯
学
習
実
践
の
成
果
を
発
表

し
ま
す
。
ま
た
、
記
念
講
演
も
あ

り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

日
時　
１
月
23
日
㈯　

午
後
１
時

30
分
開
会
（
受
付
：
午
後
１
時
～
）

場
所　
コ
ス
モ
ホ
ー
ル(

情
報
文

化
セ
ン
タ
ー)

内
容
　
▼
生
涯
学
習
活
動
の
発
表　

大
井
若
柳
会
に
よ
る
銭
太
鼓
の
発

表
、
わ
ら
べ
う
た
く
ら
ぶ
（
羽
ノ

浦
小
学
校
）
の
合
唱
な
ど

▼
記
念
講
演　
「
特
殊
詐
欺
の
現

状
と
被
害
防
止
対
策
に
つ
い
て
」

講
師
：
徳
島
警
察
本
部
生
活
安
全

企
画
課　

田
村
和
之
さ
ん

問
い
合
わ
せ
は　

生
涯
学
習
課

（
☎
22

－

３
３
９
１
）
へ

物
品
購
入
等
の
指
名
競
争
入
札

参
加
資
格
審
査
申
請
書

（
新
規
申
請
）を
受
付

　

平
成
28
・
29
年
度
に
市
が
発
注

す
る
物
品
購
入
等
の
指
名
競
争
入

札
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

｢

指
名
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査

申
請
書｣

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

今
回
の
申
請
は
新
規
申
請
と
な

り
ま
す
の
で
平
成
26
・
27
年
度
に

申
請
さ
れ
て
い
る
方
も
申
請
が
必

要
で
す
。

　

ま
た
、
従
来
よ
り
有
資
格
者
の

方
に
新
規
申
請
の
案
内
を
は
が
き

で
通
知
し
て
い
ま
し
た
が
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ
の

と
お
り
、
今
回
か
ら
こ
の
案
内
を

廃
止
し
て
い
ま
す
。

提
出
期
間　
１
月
12
日
㈫
～
２
月

10
日
㈬
（
土
、
日
曜
日
を
除
く
）

物
品
購
入
等
の
種
類　
備
品
、
消

耗
品
類
お
よ
び
原
材
料
品
（
工
事

用
原
材
料
を
含
む
）
な
ど

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
は　
管
財

課
（
☎
22

－

３
８
０
４
）
へ

広報あなん 2016.01　6


